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外見修正（Appearance Fixing）が醜形恐怖心性に及ぼす影響
─身体不満足感を媒介して─

　醜形恐怖症（Body Dysmorphic Disorder；BDD）は，自身の容姿について異様に醜いと悩む病態であり
（鍋田，2004），健常者における軽度のBDD特性を醜形恐怖心性と呼ぶ（大村ら，2015）。醜形恐怖心性
を持つ者は，外見の気になる部分を過度に隠したり変えたりする傾向が強いとされている。本研究では大
学生を対象に醜形恐怖心性における外見修正の影響を検討することを目的に調査を行った。研究Ⅰでは
329名の大学生を対象に外見修正を測定するための尺度（BICSI）の日本語版を作成した結果，概ね十分
な信頼性及びある程度の妥当性が見られた。また，研究Ⅱにおいては340名の女子大学生を対象に身体不
満足感を媒介変数として，外見修正が醜形恐怖心性に及ぼす影響を媒介分析によって検討した結果，容姿
に対する評価懸念において媒介が示された。つまり良かれと思って外見修正をすることで，容姿への否定
的感情が強まり，かえって醜形恐怖心性を高めてしまうといったプロセスが確認された。外見修正が安全
行動であることが明らかにされたことによって，外見修正に焦点を当てた介入の可能性が広がる点におい
ても意義のあるものと考察した。
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背景・目的
　醜形恐怖症（Body Dysmorphic Disorder；
BDD）は，自身の容姿について異様に醜いと悩む
病態である（鍋田，2004）。近年，大学生におい
ても軽度のBDD症状が認められ，BDDは連続性を
有 す る 疾 患 で あ る こ と か ら（Lambrou et 
al.,2012），大村ら(2015）は「健常者における自
己の容姿に対する強いこだわりであり，容姿全体
あるいは一部分に強い関心を向ける特性」を醜形
恐怖心性と命名した。醜形恐怖心性を持つ者は，
外見の気になる部分を過度に隠したり変えたりす
る傾向が強いとされている。しかし，これらの行
動は，かえってコンプレックスを強めてしまうこ
とがある（高坂，2017）。社交不安症（SAD）の
認知モデルにおいて，恐怖場面内での不安を軽減

させるための行動は安全行動と呼ばれ，一時的に
は不安を軽減させる一方で，SAD症状をかえって
持続させることが明らかとなっている（Clark & 
Wells，1995）。BDDや醜形恐怖心性における安
全行動としては「外見修正（Cash et al，2005）」
が該当すると考えられる。本研究では，外見修正
と醜形恐怖心性の媒介要因として，外見修正や
BDDとの関連が示されている「身体不満足感（安
保ら，2012）」に注目する。身体不満足感とは「ボ
ディイメージの下位概念であり，体重・体型に限
定しない，あらゆる身体的特徴に対する否定的な
感情ならびに思考および評価」である。外見修正
をすることによって，かえって身体不満足感を高
め，醜形恐怖心性を維持させるといった一連のプ
ロセスが考えられる。以上のことから，本研究の
目的として研究Ⅰにおいて，外見修正を測定する
た め の 尺 度（BICSI : the Body Image Coping 
Strategies Inventory）の日本語版を作成し，尺度
の信頼性・妥当性の検討を行い，その後研究Ⅱに
おいて身体不満足感を媒介変数として，外見修正
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２．信頼性の検討
　探索的因子分析を行い，最終的に採用された
28項目3因子のJ-BICSIの信頼性を検討するため，
Cronbachのα係数を算出した。その結果，尺度
全体の信頼性係数はα＝.881であり，「外見修正」
因子がα＝.872，「積極的受け入れ」因子がα
＝.865，「回避」因子がα＝.747であり，十分な
値であると判断された。探索的因子分析の因子別
項目内容と各項目の因子負荷量をTable １に示す。

３．構成概念妥当性の検討
　原尺度で構成概念妥当性を検討するために用い
られた指標を参考に，本研究で作成したJ-BICSI
の3下位尺度と，ボディイメージを測定する指標
であるJ-BICI，外見スキーマを測定する指標であ
るASI-R，自尊感情を測定する指標である自尊感
情尺度，食行動を測定する指標であるEAT-26と
の関連を明らかにするため，各指標間のPearson
の相関係数を算出した（Table ２）。その結果，「外
見修正」や「回避」においては先行研究と概ね同
様の結果が得られたが，女性においてのみ，「積極
的受け入れ」とボディイメージ不満との間で有意
な相関がみられなかった。

4. ボディイメージ対処方略の性差の検討
　本研究Ⅰにて作成したボディイメージ対処方略
の程度を測定するJ-BICSIの性差の検討を行った。
その結果，男性より女性の方が有意に高いことが
示された（t（325）=11.24，p<.01，d=1.24）（Figure
１）。さらに，ボディイメージ対処方略の各方略
と性差の検討をするため，ボディイメージ対処方
略各について，2（男性・女性）×3（外見修正・
積極的受け入れ・回避）の2要因被験者間内混合
計画の分散分析を行った。その結果，ボディイメー
ジ対処方略の各得点に対して交互作用が有意で
あった（F（2，650）=12.06，p<.01）。そこで，
単純主効果検定及び多重比較検定を行った結果，
男性よりも女性においてボディイメージ対処方略
は頻繁に行われ，女性においては外見修正が最も
用いられる対処方略であることが明らかとなった

が醜形恐怖心性に及ぼす影響の検討を行う。研究
Ⅱにおいて「①外見修正は身体不満足感を媒介し
て醜形恐怖心性合計に影響を及ぼす」，「②外見修
正は身体不満足感を媒介して容姿に対する評価懸
念に影響を及ぼす」，「③外見修正は身体不満足感
を媒介し容姿に対する関心集中に影響を及ぼす」
の仮説を立て，その検証を行った。

研究Ⅰ
方法

１．J-BICSIの作成
　BICSIの原著者CashT.Fからの翻訳許可を得た後，
原著者との修正作業を数回行い翻訳を行った。
２．調査参加者
　大学生329名（男性161名，女性166名，その
他2名，M＝19.66歳，SD＝1.39）。
３．調査期間
　2019年11月5日～ 11月25日
４．指標
　①フェイスシート，②日本語版BICSI原項目（自
作），③J-BICI：日本語版 Body lmage Concern 
lnventory（田中ら，2011），④ASI-R：日本語版
Revision of Appearance Schemas Inventory（ 安
保ら，2012），⑤自尊感情尺度（桜井，2000），
⑥EAT-26：日本語版Eating Attitudes Test-26（向
井ら，1994）を使用した。
５．手続き
　調査者の教示のもと講義時間内に集団一斉方式
で実施した。

結果
1. 日本語版BICSI（以下J-BICSI）の作成
　原尺度の3因子構造を仮定し確証的因子分析を
行ったが，適合度が不十分であった。そのため，
本項目を用いてより適合度の高い尺度構成を目指
し，I-T相関の結果から.20以下の1項目を除外し，
多様な因子モデルを検討した結果，最終的に3因
子28項目が最も適合度の高いモデルとして採用
された（GFI＝.816，RMSEA＝.07）。
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Table１探索的因子分析における日本語版BICSIの 

因子別項目内容と各因子の因子負荷量，因子間相関 
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Table２性別別J-BICSIの3因子と各指標との相関係数
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と同程度の相関が示されたが，自尊感情尺度と外
見修正との間では相関がみられず，EAT-26にお
いては全ての方略との間で相関がみられなかった。
EAT-26との相関がみられなかった要因として，
日本語版EAT-26 は神経性やせ症のうちの過食・
排出型や神経性過食症の一部に特異的な下剤乱用
などの排出行動の質問項目が含まれていないため，
高校生や大学生に多い過食症をとらえられない可
能性があることや（向井ら，1994），EAT-26は
摂食障害のハイリスクのスクリーニングに関して
用いられるため（岡本・三宅・吉原，2013），本
研究においてはハイリスク基準値の男性が含まれ
ず，ほとんどの男性がEAT-26に低く回答してい
たため得点に偏りがあった可能性が考えられる。
実際，男性においてEAT-26は床効果がみられた。
次に女性においてはJ-BICIと外見修正・回避，動
機付けの特徴（ASI-R）と外見修正，自尊感情尺
度と積極的受け入れ・回避，EAT-26と外見修正・
回避においては先行研究と同程度の相関が示され
たが，外見修正は自尊感情尺度との間及び，積極
的受け入れはJ-BICI，自己評価の特徴（ASI-R），
EAT-26との間で相関がみられず，先行研究とは
異なる結果となった。「外見修正」と自尊感情尺
度との間に相関が見られなかった要因として高坂
（2017）の研究に基づいて考察すると，「気分の高
揚」を理由とした化粧は，容姿に対する劣等感は
低減する一方で，「欠点の隠匿」を理由とした化粧
は，容姿に対する劣等感をかえって強める。この
ことから，本研究における女子大学生には，外見
修正を行う理由としてこれらの要因が混在してい
たことから，外見修正と自尊心との間に相関が見
られなかった可能性が考えられる。「積極的受け
入れ」において，先行研究と同様の結果が得られ
なかった要因としては，項目の日本語表現の影響
が考えられる。本研究にあたっては，正確に翻訳
はしたものの，自ら進んで受け入れるといった印
象よりも，自分自身を無理やり納得させる意味と
捉えられる項目が多く含まれていた。そのため，
人によっては「受け入れ」というよりも「抑制」
といった印象で捉えられてしまった可能性が考え

（Figure2）。

考察
1．J-BICSIの尺度構成と信頼性の検討
　作成したJ-BICSI項目について先行研究（Cash 
et al.，2005）を参考に3因子を仮定し，確証的
因子分析を行った。その結果，先行研究と全く同
じ因子構造が得られたものの，モデル適合度が不
十分であった。そこで，本項目を用いてより適合
度の高い尺度構成を目指し検討を行った。まず，
I-T相関の結果から1項目の削除や，固有値スク
リー基準の結果から単因子構造や3因子構造を仮
定し探索的因子分析を行った。その結果，3因子
計28項目において最も高い適合度が得られたた
め，このモデルを採用した。それぞれの因子は，
原尺度を参考に「外見修正」，「積極的受け入れ」，
「回避」と命名した。各下位尺度の信頼性は十分
な値を示した。
　
2．J-BICSIの妥当性の検討
　性別別の構成概念妥当性の検討を行った結果，
男性においてはJ-BICI，ASI-Rにおいては先行研究
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は「容姿に対する評価懸念」「容姿に対する関心
集中」の2因子からなり，計9項目で構成）を使
用した。
４．手続き
　調査者の教示のもと講義時間内に集団一斉方式
で実施した。
　

結果
　「外見修正」と「身体不満足感」が「醜形恐怖
心性」に及ぼす影響と関係を検討するため，独立
変数を「外見修正」，従属変数を「醜形恐怖心性
合計」及び，「容姿に関する評価懸念」「容姿に対
する関心集中」，媒介変数を「身体不満足感」とし，
それぞれ媒介分析を行った。加えて，間接効果を
検討するために，ブートストラップ法もそれぞれ
行った。分析の結果，「外見修正」から「身体不満
足感」（β=.42，p<.01），「身体不満足感」から「醜
形恐怖心性合計」（β=.12，p<.01）に対する正の
影響はそれぞれ有意であり，「外見修正」から「醜
形恐怖心性合計」への正の影響も有意であった（β
=.62，p<.01）。また，間接効果は有意傾向であっ
た（Z=2.09，p<.05）ことから，外見修正は身体
不満足感を媒介して，醜形恐怖心性合計を高める
ことが示された（Figure ３）。

　「外見修正」から「身体不満足感」（β=.42，
p<.01），「身体不満足感」から「容姿に対する評
価懸念」（β=.18，p<.01）に対する正の影響はそ
れぞれ有意であり，「外見修正」から「容姿に対す
る評価懸念」への正の影響も有意であった（β
=.43，p<.01）。また，間接効果は有意であった

られる（例「私はその状況はそれほど重要ではな
いと自分自身に言い聞かせる」等）。他方，自尊
心と強い相関が得られた点については先行研究と
一致していた（Cash et al.，2005）。「積極的受け
入れ」に関しては項目内容の修正・洗練をしてい
く必要があるもののJ-BICSIの妥当性はある程度
認められといえる。

３．ボディイメージ対処方略の性差
　研究Ⅰにて作成したJ-BICSIをもとに，ボディ
イメージ対処方略使用の性差を検討した。先行研
究同様，男性よりも女性において有意にボディイ
メージ対処方略を使用していることが示された。
次に，ボディイメージ対処方略の各方略において
性差を検討したところ，先行研究同様「外見修正」，
「積極的受け入れ」，「回避」全ての方略において男
性より女性の方が，有意に得点が高いことが示さ
れた。概ね想定通りの結果であり，女性において
ボディイメージ対処方略を使用することが確認さ
れた。
　以上のことから男性と比較し女性はよりボディ
イメージ対処方略を使用することが示され，特に
女性は「外見修正」による対処を用いることが本
研究Ⅰで明らかとなった。このことから，「外見修
正」は女性に特徴的な問題であることが考えられ
る。

研究Ⅱ
方法

１．調査参加者
　女子大学生340名（平均年齢＝20.14歳，SD＝
1.38）。
２．調査期間
　2019年12月3日～ 12月24日
３．指標
　①フェイスシート，②普段の外見修正の頻度を
尋ねる質問項目，③日本語版BICSI（研究Ⅰにて
作成），③青年期女性の外見に関する否定的感情
測定尺度―特性版―（安保ら，2014），④醜形恐
怖心性尺度（大村ら，2015）（醜形恐怖心性尺度

 

自ら進んで受け入れるといった印象よりも，自

分自身を無理やり納得させる意味と捉えられる

項目が多く含まれていた。そのため，人によっ

ては「受け入れ」というよりも「抑制」といっ

た印象で捉えられてしまった可能性が考えられ

る（例「私はその状況はそれほど重要ではない

と自分自身に言い聞かせる」等）。他方，自尊心

と強い相関が得られた点については先行研究と

一致していた（Cash et al.，2005）。「積極的受
け入れ」に関しては項目内容の修正・洗練をし

ていく必要があるものの J-BICSI の妥当性は
ある程度認められといえる。 
 
３．ボディイメージ対処方略の性差 
 研究Ⅰにて作成したJ-BICSIをもとに，ボデ
ィイメージ対処方略使用の性差を検討した。先

行研究同様，男性よりも女性において有意にボ

ディイメージ対処方略を使用していることが示

された。次に，ボディイメージ対処方略の各方

略において性差を検討したところ，先行研究同

様「外見修正」，「積極的受け入れ」，「回避」全

ての方略において男性より女性の方が，有意に

得点が高いことが示された。概ね想定通りの結

果であり，女性においてボディイメージ対処方

略を使用することが確認された。 
 以上のことから男性と比較し女性はよりボデ

ィイメージ対処方略を使用することが示され，

特に女性は「外見修正」による対処を用いるこ

とが本研究Ⅰで明らかとなった。このことから，

「外見修正」は女性に特徴的な問題であること

が考えられる。 
 

研究Ⅱ 
方法 

１．調査参加者 
 女子大学生340名（平均年齢＝20.14歳，SD
＝1.38）。 
２．調査期間 
 2019年12月3日～12月24日 
３．指標 

①フェイスシート，②普段の外見修正の頻度

を尋ねる質問項目，③日本語版BICSI（研究Ⅰ
にて作成），③青年期女性の外見に関する否定的

感情測定尺度―特性版―（安保ら，2014），④醜
形恐怖心性尺度（大村ら，2015）（醜形恐怖心性
尺度は「容姿に対する評価懸念」「容姿に対する

関心集中」の2因子からなり，計9項目で構成）
を使用した。 
４．手続き 
調査者の教示のもと講義時間内に集団一斉方

式で実施した。 
 

結果 

「外見修正」と「身体不満足感」が「醜形恐

怖心性」に及ぼす影響と関係を検討するため，

独立変数を「外見修正」，従属変数を「醜形恐怖

心性合計」及び，「容姿に関する評価懸念」「容

姿に対する関心集中」，媒介変数を「身体不満足

感」とし，それぞれ媒介分析を行った。加えて，

間接効果を検討するために，ブートストラップ

法もそれぞれ行った。分析の結果，「外見修正」

から「身体不満足感」（β=.42，p<.01），「身体不
満足感」から「醜形恐怖心性合計」（β=.12，p<.01）
に対する正の影響はそれぞれ有意であり，「外見

修正」から「醜形恐怖心性合計」への正の影響

も有意であった（β=.62，p<.01）。また，間接効
果は有意傾向であった（Z=2.09，p<.05）ことか
ら，外見修正は身体不満足感を媒介して，醜形

恐怖心性合計を高めることが示された（Figure
３）。 

 
Figure３ 外見修正が身体不満足感を 
媒介して醜形恐怖心性合計に及ぼす影響 
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討を行ったところ，「容姿に対する評価懸念」には
部分媒介を示したが，「容姿に対する関心集中」に
は媒介を示さなかった。
　以上の結果より，①「外見修正は身体不満足感
を媒介し醜形恐怖心性に影響を及ぼす」，②「外
見修正は身体不満足感を媒介し容姿に対する評価
懸念に影響を及ぼす」という2つの仮説は支持さ
れたものの，③「外見修正は身体不満足感を媒介
し容姿に対する関心集中に影響を及ぼす」は支持
されなかった。「外見修正」は，嫌悪的な外見関
連の認知および感情を一時的に減らす不適応的対
処方略であり（Cash et al., 2005），外見修正を用
いることでボディイメージ不満を否定的に強化し，
ボディイメージの苦痛を永続させることが示され
ている（Cash et al., 2011）。つまり本研究では「外
見修正」が，ボディイメージ下位概念である「身
体不満足感」に影響を及ぼしていたことから，先
行研究と同様の結果が確認された。さらに，外見
修正は身体不満足感を媒介し，「醜形恐怖心性」及
び「容姿に関する評価懸念」に影響を与えていた
ことから，外見修正の安全行動としての機能が確
認された。つまり，良かれと思って外見修正をす
ることで，容姿への否定的感情が強まり，かえっ
て醜形恐怖心性を高めてしまうといったプロセス
が確認された。
　これまで，外見修正がボディイメージ障害を増
悪させていることや（Cash et al., 2005,2011），
女性に特有の隠すことを理由とした化粧行動は容
姿に対する劣等感に影響を及ぼすこと（高坂，
2017），女性において身体不満足感とBDDが正の
相関を示していること（Biby, 1998；田中，
2012）などそれぞれについての関連は示されて
きていたが，「外見修正」，「身体不満足感」，「醜形恐
怖心性」の3つの因果関係と外見修正の安全行動
としての機能を実証したものは見当たらなかった。
外見修正と醜形恐怖心性を繋ぐ，より具体的な媒
介変数が特定されたことで，今後の臨床的介入へ
の示唆が得られたと考える。特に，BDDにおける
安全行動の役割を明確にすることは，CBTによる
効果的な支援を提供する上で不可欠であると言え

（Z=2.79，p<.01）。よって，外見修正は身体不満
足感を媒介して，容姿に対する評価懸念を高める
ことが示された（Figure ４）。

　「外見修正」から「身体不満足感」（β=.42，
p<.01）に対する正の影響は有意であり，「外見修
正」から「容姿に対する関心集中」への正の影響
も有意であった（β=.65，p<.01），「身体不満足感」
から「容姿に対する関心集中」（β=-.01，n.s.）
に対する正の影響はみられなかった。また，間接
効果もみられなかった（Z=-.01，n.s.）。よって，
外見修正は身体不満足感を媒介せずに，容姿に対
する関心集中を高めることが示された。

考察
　研究Ⅱでは女子大学生を対象に，「外見修正」，
「身体不満足感」，「醜形恐怖心性」の関連に対する
因果関係の検討を行った。具体的には「①外見修
正は身体不満足感を媒介して醜形恐怖心性合計に
影響を及ぼす」，「②外見修正は身体不満足感を媒
介して容姿に対する評価懸念に影響を及ぼす」，
「③外見修正は身体不満足感を媒介し容姿に対す
る関心集中に影響を及ぼす」の仮説の検証を行っ
た。独立変数を「外見修正」，従属変数を「醜形
恐怖心性合計および3下位尺度」，媒介変数を「身
体不満足感」とし，媒介分析を行った。その結果，
外見修正は身体不満足感に対し部分媒介を示し，
醜形恐怖心性を増悪させるといったプロセスが示
された。さらに，醜形恐怖心性の下位尺度である
「容姿に対する評価懸念」および「容姿に対する
関心集中」への「身体不満足感」の媒介効果の検

 

 「外見修正」から「身体不満足感」（β=.42，
p<.01），「身体不満足感」から「容姿に対する評
価懸念」（β=.18，p<.01）に対する正の影響はそ
れぞれ有意であり，「外見修正」から「容姿に対

する評価懸念」への正の影響も有意であった

（β=.43，p<.01）。また，間接効果は有意であっ
た（Z=2.79，p<.01）。よって，外見修正は身体
不満足感を媒介して，容姿に対する評価懸念を

高めることが示された（Figure４）。 

 
Figure４ 外見修正が身体不満足感を媒介し

て容姿に対する評価懸念に及ぼす影響 
 
 「外見修正」から「身体不満足感」（β=.42，
p<.01）に対する正の影響は有意であり，「外見
修正」から「容姿に対する関心集中」への正の

影響も有意であった（β=.65，p<.01），「身体不
満足感」から「容姿に対する関心集中」（β=-.01，
n.s.）に対する正の影響はみられなかった。また，
間接効果もみられなかった（Z=-.01，n.s.）。よ
って，外見修正は身体不満足感を媒介せずに，

容姿に対する関心集中を高めることが示された。 
 

考察 

 研究Ⅱでは女子大学生を対象に，「外見修正」，

「身体不満足感」，「醜形恐怖心性」の関連に対

する因果関係の検討を行った。具体的には「①

外見修正は身体不満足感を媒介して醜形恐怖心

性合計に影響を及ぼす」，「②外見修正は身体不

満足感を媒介して容姿に対する評価懸念に影響

を及ぼす」，「③外見修正は身体不満足感を媒介

し容姿に対する関心集中に影響を及ぼす」の仮

説の検証を行った。独立変数を「外見修正」，従

属変数を「醜形恐怖心性合計および3下位尺度」，

媒介変数を「身体不満足感」とし，媒介分析を

行った。その結果，外見修正は身体不満足感に

対し部分媒介を示し，醜形恐怖心性を増悪させ

るといったプロセスが示された。さらに，醜形

恐怖心性の下位尺度である「容姿に対する評価

懸念」および「容姿に対する関心集中」への「身

体不満足感」の媒介効果の検討を行ったところ，

「容姿に対する評価懸念」には部分媒介を示し

たが，「容姿に対する関心集中」には媒介を示さ

なかった。 
以上の結果より，①「外見修正は身体不満足

感を媒介し醜形恐怖心性に影響を及ぼす」，②

「外見修正は身体不満足感を媒介し容姿に対す

る評価懸念に影響を及ぼす」という2つの仮説
は支持されたものの，③「外見修正は身体不満

足感を媒介し容姿に対する関心集中に影響を及

ぼす」は支持されなかった。「外見修正」は，嫌

悪的な外見関連の認知および感情を一時的に減

らす不適応的対処方略であり（Cash et al., 
2005），外見修正を用いることでボディイメー
ジ不満を否定的に強化し，ボディイメージの苦

痛を永続させることが示されている（Cash et 
al., 2011）。つまり本研究では「外見修正」が，
ボディイメージ下位概念である「身体不満足感」

に影響を及ぼしていたことから，先行研究と同

様の結果が確認された。さらに，外見修正は身

体不満足感を媒介し，「醜形恐怖心性」及び「容

姿に関する評価懸念」に影響を与えていたこと

から，外見修正の安全行動としての機能が確認

された。つまり，良かれと思って外見修正をす

ることで，容姿への否定的感情が強まり，かえ

って醜形恐怖心性を高めてしまうといったプロ

セスが確認された。 
 これまで，外見修正がボディイメージ障害を

増悪させていることや（Cash et al., 2005,2011），
女性に特有の隠すことを理由とした化粧行動は

容姿に対する劣等感に影響を及ぼすこと（高坂，

2017），女性において身体不満足感と BDD が
正の相関を示していること（Biby, 1998；田中，
2012）などそれぞれについての関連は示されて
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他者からどのように見られるのか，どのような屈
辱を受けるのか，または拒否される可能性を予測
した際に否定的感情を抱くことから，対人関係場
面における自己を意識していることが考えられる。
　以上のことから，外見修正が「容姿に対する関
心集中」に対して身体不満足感の媒介効果を示さ
なかったと考えられる。
　以下限界点についても何点か指摘できる。研究
Ⅱでは，外見修正の安全行動の機能の可能性の検
討および，外見修正と醜形恐怖心性合計および下
位尺度における身体不満足感の媒介効果の検討を
行った。その結果，「外見修正が身体不満足感を媒
介し醜形恐怖心性合計に影響を及ぼす」という部
分媒介モデルおよび，「外見修正が身体不満足感を
媒介し容姿に対する評価懸念に影響を及ぼす」と
いう部分媒介モデルが示され，外見修正の安全行
動の機能が確認された。しかし，いずれも完全媒
介ではなく，部分媒介であり，身体不満足感を介
さない外見修正の直接効果の方が大きかった。要
因として，外見修正は身体不満足感といった感情
的側面よりも，容姿に対する評価懸念といった思
考的側面に，より影響を与える可能性が考えられ
る。実際，SADモデルにおいても「安全行動」は
第三者的自己注目に影響を及ぼし，自動思考を促
進させ，安全行動を助長させている。このように，
「外見修正」においても，否定的感情と比較し他
者視点の自己注目による思考に，より影響を及ぼ
している可能性が考えられる。
　また，本研究Ⅱにおいて男性は対象に含めな
かった点も指摘できる。普段の外見修正の使用頻
度に関して男性の回答も得ることによって，普段
の外見修正の男女差も検討することができ，研究
Ⅰにおいて確認された男女差をより裏付ける結果
が得られた可能性が考えられる。さらに外見修正
と醜形恐怖心性に対する身体不満足感の媒介効果
として「自意識」の関わりがうかがわれたことか
ら，「公的自意識」と「私的自意識」の2側面との
関連を含めた検討を行うことでより詳細な関連が
得られる可能性が考えられる。今後は男性も含め
た検討を行っていく必要があり，さらに，本モデ

る。安全行動に対するCBTの一般的アプローチと
して，暴露反応妨害法がある。外見修正が安全行
動であることが明らかにされたことによって，外
見修正に焦点を当てた介入の可能性が広がる点に
おいても意義のあるものだろう。
　しかし，本研究においては容姿に対する関心集
中には身体不満足感は影響を及ぼさないことが明
らかとなった。外見修正が「容姿に対する関心集
中」に対して身体不満足感の媒介効果を示さな
かった原因として，大村ら（2015）は，「容姿に
対する評価懸念」は他者を意識するという側面を
反映し，「容姿に対する関心集中」は，あくまでも
自分の容姿に対するこだわりの強さを反映してお
り，他者を意識するという側面は含まれていない
と述べている。このことから，「容姿に対する評価
懸念」因子は自意識の中でも公的自意識の側面を
反映し，「容姿に対する関心集中」因子は私的自意
識を反映した因子であることが考えられる。つま
り，外見修正を行うことによって身体不満足感は
高まり，他者を意識した公的自意識には影響を及
ぼすものの，私的自意識には影響を及ぼさない可
能性が考えられる。これらのことから，容姿に関
する関心集中において媒介効果が示されなかった
可能性が考えられる。
　さらに，大村ら（2015）の研究によると，「容
姿に対する評価懸念」因子においては，強迫傾向
および対人恐怖心性との有意な正の相関が確認さ
れたものの，「容姿に対する関心集中」因子では抑
うつおよび強迫傾向，対人恐怖心性との有意な相
関は示されなかった。つまり，「容姿に対する関心
集中」と比較して「容姿に対する評価懸念」が，
より病理に発展する要因である可能性が考えられ
る。
　高坂（2017）の研究においても，他者視点優
位な自己評価を行うほど，劣等感が強まることが
明らかにされていることから，外見修正は他者を
意識した「容姿に対する評価懸念」に，より影響
を与えることが考えられる。Veale（2004）の
BDD認知行動モデルにおける典型的な否定的気分
では，自身の容姿と他者の容姿を比較した際や，
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ルの真の妥当性を検証するためには，実際に外見
修正を操作した際の身体不満足感，醜形恐怖心性
の影響を，実験的に検討する必要があるといえる。
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The Influence of Appearance Fixing on Body Dysmorphobic Tendency
―Mediation of body dissatisfaction―
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  Body Dysmorphic Disorder (BDD) is a condition in which a person is distressed about his or her appearance as 

being unusually ugly (Nabeta, 2004), and the mild BDD characteristics in healthy individuals are called the Body 

Dysmorphobia Tendency (Ohmura et al., 2015).  People with the Body Dysmorphic tend to overly hide or change the 

aspects of their appearance that they are concerned about.  The present study aims to examined the influences of 

appearance fixing on body dysmorphic with university students.  In the Study I, a Japanese version of the scale 

measuring appearance fixing was developed.  329 university students completed the scale, and sufficient reliability 

and validity were obtained.  In Study II, the data collected from 340 female university students were analyzed using a 

causal mediation analysis with body dissatisfaction as a mediating variable, and mediation was shown in fear for 

negative evaluation about appearance.  The process of appearance fixing may increase negative feelings toward one’s 

appearance, which in turn may lead to the Body Dysmorphobic Tendency.  We concluded that the present study is 

significant since it showed that appearance fixing is a security seeking behavior, and the finding implies the possible 

intervention focusing on appearance modification.  

Key word : Body Dysmorphic Disorder(BDD), Appearance Fixing, Body Dysmorphobic Tendency
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